
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

ロ

イ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
法
人
が
、
そ
の
発
行
済
株
式
等
の
百
分
の
五
十
以
上
の
数
若
し
く
は
金
額
の
株
式
若

し
く
は
出
資
を
直
接
若
し
く
は
間
接
に
保
有
し
、
又
は
特
定
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
事
業
の
方

針
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
き
実
質
的
に
決
定
で
き
る
関
係
に
あ
る
法
人

ハ

ロ
に
掲
げ
る
法
人
が
、
そ
の
発
行
済
株
式
等
の
百
分
の
五
十
以
上
の
数
若
し
く
は
金
額
の
株
式
若
し
く
は

出
資
を
直
接
若
し
く
は
間
接
に
保
有
し
、
又
は
特
定
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
事
業
の
方
針
の
全

部
若
し
く
は
一
部
に
つ
き
実
質
的
に
決
定
で
き
る
関
係
に
あ
る
法
人

12

前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
、
一
方
の
法
人
が
他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
百
分
の
五
十
以
上
の
数
又

は
金
額
の
株
式
又
は
出
資
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
当
該
一
方
の
法
人
の
当
該
他
方

の
法
人
に
係
る
直
接
保
有
の
株
式
等
の
保
有
割
合
（
当
該
一
方
の
法
人
の
有
す
る
当
該
他
方
の
法
人
の
株
式
又
は

出
資
の
数
又
は
金
額
が
当
該
他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
を
い
う
。）と
当
該
一
方
の
法

人
の
当
該
他
方
の
法
人
に
係
る
間
接
保
有
の
株
式
等
の
保
有
割
合
と
を
合
計
し
た
割
合
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

13

前
項
に
規
定
す
る
間
接
保
有
の
株
式
等
の
保
有
割
合
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各

号
に
定
め
る
割
合
（
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

の
合
計
割
合
）
を
い
う
。

一

前
項
の
他
方
の
法
人
の
株
主
等
（
法
人
税
法
第
二
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
株
主
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
百
分
の
五
十
以
上
の
数
又
は
金
額
の
株
式
又
は
出
資
が
前

項
の
一
方
の
法
人
に
よ
り
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合

当
該
株
主
等
で
あ
る
法
人
の
有
す
る
当
該
他
方
の
法
人
の

株
式
又
は
出
資
の
数
又
は
金
額
が
当
該
他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
（
当
該
株
主
等

で
あ
る
法
人
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
二
以
上
の
株
主
等
で
あ
る
法
人
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
た
割

合
の
合
計
割
合
）

二

前
項
の
他
方
の
法
人
の
株
主
等
で
あ
る
法
人
（
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
同
号
の
株
主
等
で
あ
る
法

人
を
除
く
。）と
同
項
の
一
方
の
法
人
と
の
間
に
こ
れ
ら
の
者
と
発
行
済
株
式
等
の
所
有
を
通
じ
て
連
鎖
関
係
に

あ
る
一
又
は
二
以
上
の
法
人
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
出
資
関
連
法
人
」
と
い
う
。）が
介
在
し
て
い
る
場
合

（
出
資
関
連
法
人
及
び
当
該
株
主
等
で
あ
る
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
発
行
済
株
式
等
の
百
分
の
五
十
以
上
の
数

又
は
金
額
の
株
式
又
は
出
資
を
当
該
一
方
の
法
人
又
は
出
資
関
連
法
人
（
そ
の
発
行
済
株
式
等
の
百
分
の
五
十

以
上
の
数
又
は
金
額
の
株
式
又
は
出
資
が
当
該
一
方
の
法
人
又
は
他
の
出
資
関
連
法
人
に
よ
つ
て
所
有
さ
れ
て

い
る
も
の
に
限
る
。）に
よ
つ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）
当
該
株
主
等
で
あ
る
法
人
の
有
す
る
当
該

他
方
の
法
人
の
株
式
又
は
出
資
の
数
又
は
金
額
が
当
該
他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
う
ち
に
占
め
る
割
合

（
当
該
株
主
等
で
あ
る
法
人
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
二
以
上
の
株
主
等
で
あ
る
法
人
に
つ
き
そ
れ
ぞ

れ
計
算
し
た
割
合
の
合
計
割
合
）

14

第
十
二
項
の
規
定
は
、
第
十
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
の
直
接
又
は
間
接
に
保
有
さ
れ
る
関
係
の
判

定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

15

法
第
四
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
特
殊
の
関
係
が
存
在
す

る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
が
行
わ
れ
た
時
の
現
況
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

16

法
第
四
十
二
条
の
二
第
六
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
一

条
の
九
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五

項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
同
項
に
規
定
す
る
」
を
「
同
項
の
」
に
、「
が
支
払
」
を「（
同
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定

す
る
外
国
金
融
機
関
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
支
払
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
証
券
貸
借
取
引
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
証
券
貸
借
取
引
」
と
い

う
。）に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
（
特
定
金
融
機
関
等
が
日
本

銀
行
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
）
と
す
る
。

一

証
券
貸
借
取
引
に
お
い
て
有
価
証
券
の
貸
付
け
の
日
又
は
借
入
れ
の
日
か
ら
そ
の
有
価
証
券
の
返
還
を
受
け

た
日
又
は
返
還
を
し
た
日
ま
で
の
期
間
が
六
月
を
超
え
な
い
こ
と
。

二

証
券
貸
借
取
引
に
関
し
、
金
融
機
関
等
が
行
う
特
定
金
融
取
引
の
一
括
清
算
に
関
す
る
法
律
第
三
条
に
規
定

す
る
一
括
清
算
の
約
定
（
当
該
証
券
貸
借
取
引
に
つ
き
所
得
税
法
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
利

子
の
支
払
を
す
る
特
定
金
融
機
関
等
が
法
第
四
十
二
条
の
二
第
六
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
法
人
で
あ
る
場
合
に

は
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
約
定
）
を
し
て
い
る
こ
と
。

三

証
券
貸
借
取
引
に
係
る
有
価
証
券
の
当
該
証
券
貸
借
取
引
の
約
定
を
し
た
日
に
お
け
る
価
額
の
う
ち
に
当
該

証
券
貸
借
取
引
に
お
い
て
担
保
と
さ
れ
る
現
金
及
び
有
価
証
券
の
価
額
（
有
価
証
券
に
あ
つ
て
は
、
同
日
に
お

け
る
そ
の
価
額
）の
合
計
額
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
か
ら
百
分
の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
第
四
十
二
条
の
四
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
六
項
第
一
号
」に
、

「
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第
十
三
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
六
項
第
六
号
」
を
「
同
条
第
八
項
第
九
号
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
二
条
の
四
第
六
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第

二
号
ロ
」
に
、「
租
税
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第
二
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特

別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
十
第
三
項
」
を
「
法
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
及
び
第
六
十
六
条
の
九
の
三
第
四
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を「
前
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
」に
、「
同

号
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
二
条
の
四
第
六
項
第

一
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
試
験
研
究
の
た
め
に
要
す
る
費
用
で
」
を
削
り
、「
も
の

は
、
次
に
掲
げ
る
」
を
「
費
用
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
試
験
研
究
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」に
改
め
、

同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

製
品
の
製
造
又
は
技
術
の
改
良
、
考
案
若
し
く
は
発
明
に
係
る
試
験
研
究

次
に
掲
げ
る
費
用

イ

そ
の
試
験
研
究
を
行
う
た
め
に
要
す
る
原
材
料
費
、
人
件
費
（
専
門
的
知
識
を
も
つ
て
当
該
試
験
研
究
の

業
務
に
専
ら
従
事
す
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
経
費

ロ

他
の
者
に
委
託
を
し
て
試
験
研
究
を
行
う
当
該
法
人
（
人
格
の
な
い
社
団
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
同
じ
。）の
当
該
試
験
研
究
の
た
め
に
当
該
委
託
を
受
け
た
者
に
対
し
て
支
払
う
費
用

ハ

技
術
研
究
組
合
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賦
課
さ
れ
る
費
用

二

法
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
試
験
研
究

次
に
掲
げ
る
費
用

イ

そ
の
試
験
研
究
を
行
う
た
め
に
要
す
る
原
材
料
費
、
人
件
費
（
前
項
第
二
号
の
分
析
を
行
う
た
め
に
必
要

な
専
門
的
知
識
を
も
つ
て
当
該
試
験
研
究
の
業
務
に
専
ら
従
事
す
る
者
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
者
に
係

る
も
の
に
限
る
。
イ
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
経
費
（
外
注
費
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
原
材
料
費
及
び
人
件

費
に
相
当
す
る
部
分
並
び
に
当
該
試
験
研
究
を
行
う
た
め
に
要
す
る
経
費
に
相
当
す
る
部
分
（
外
注
費
に
相

当
す
る
部
分
を
除
く
。）に
限
る
。）

ロ

他
の
者
に
委
託
を
し
て
試
験
研
究
を
行
う
当
該
法
人
の
当
該
試
験
研
究
の
た
め
に
当
該
委
託
を
受
け
た
者

に
対
し
て
支
払
う
費
用
（
イ
に
規
定
す
る
原
材
料
費
、
人
件
費
及
び
経
費
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。）

第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
試
験
研
究
は
、
対
価
を
得
て
提
供
す
る
新
た

な
役
務
の
開
発
を
目
的
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
全
て
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一

大
量
の
情
報
を
収
集
す
る
機
能
を
有
し
、
そ
の
機
能
の
全
部
若
し
く
は
主
要
な
部
分
が
自
動
化
さ
れ
て
い
る

機
器
若
し
く
は
技
術
を
用
い
る
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
情
報
の
収
集
又
は
そ
の
方
法
に
よ
つ
て
収
集
さ
れ
た

情
報
の
取
得

二

前
号
の
収
集
に
係
る
情
報
又
は
同
号
の
取
得
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
、
一
定
の
法
則
を
発
見
す
る
た
め
に
行

わ
れ
る
分
析
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の

三

前
号
の
分
析
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
法
則
を
利
用
し
た
当
該
役
務
の
設
計

四

前
号
の
設
計
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
法
則
が
予
測
と
結
果
と
が
一
致
す
る
こ
と
の
蓋
然
性
が
高
い
も
の
で

あ
る
こ
と
そ
の
他
妥
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
法
則
を
利
用
し
た
当
該
役
務
が
当

該
目
的
に
照
ら
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
確
認


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